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季
節
が
冬
か
ら
春
に
変
わ
る
の

に
あ
わ
せ
て
、
や
っ
と
コ
ロ
ナ
に

制
限
さ
れ
た
生
活
か
ら
解
放
さ
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。
経
済

活
動
が
戻
る
に
つ
れ
て
、
人
手
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
会
社
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
募

集
し
て
も
来
な
い
」
状
況
は
続
い

て
い
ま
す
。

業
種
の
中
で
、
建
設
、
運
輸
、

福
祉
（
介
護
）

は
特
に
求
人
数

に
対
し
て
、
職

を
求
め
て
い
る

人
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

た
と
え
ば
、
求
人
・
求
職
の
対

照
表
を
Ｈ
Ｐ
に
出
し
て
い
る
、
埼

玉
県
の
大
宮
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
統

計
で
見
る
と
、賃
金
に
つ
い
て
は
、

求
人
票
の
賃
金
上
限
平
均
は
36
万

2
2
8
円
、
下
限
平
均
は
23
万
4

9
8
7
円
、
求
職
者
平
均
希
望
賃

金
は
28
万
5
0
0
0
円
と
な
っ
て

い
て
、
賃
金
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ

ど
開
き
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
ま

せ
ん
。

同
じ
統
計
で
令
和
4
年
12
月
の

建
設
業
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
宮

管
内
で
、
有
効
な
求
人
数
7
6
2

件
に
対
し
て
、求
職
者
数
は
85
人
、

有
効
求
人
倍
率
は
8
・
96
、
つ
ま

り
求
人
数
は
9
倍
近
く
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
建
設
業
の
中
で
も
土

木
の
職
業
は
、
有
効
求
人
倍
率
が

12
・
33
と
驚
く
よ
う
な
数
字
に
な

っ
て
い
ま
す
。事
務
職
で
あ
れ
ば
、

求
人
数
7
8
4
件
に
対
し
て
求
職

者
は
2
9
1
2
人
、
有
効
求
人
倍

率
は
0
・
27
と
う

ら
や
ま
し
い
限
り

で
す
。

こ
う
し
た
中
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

も
「
建
設
の
仕
事

建
築
・
土
木
・
電
気
工
事
作
業

職

求
人
情
報
」
と
し
て
、
求
人

情
報
一
覧
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
出
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
仕

事
の
内
容
、
賃
金
、
労
働
時
間
、

必
要
な
資
格
の
比
較
が
容
易
で

す
。
会
社
に
と
っ
て
も
、
選
ば
れ

る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
外
に
出
な
く
な
っ
た

人
が
多
く
、
求
職
活
動
は
そ
れ
ほ

ど
活
発
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、

厳
し
い
冬
が
終
わ
っ
た
よ
う
に
、

そ
ろ
そ
ろ
人
も
外
に
出
た
く
な
る

は
ず
で
す
。
魅
力
的
な
求
人
を
出

す
な
ら
「
今
で
し
ょ
う
！
」
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士荒

祐
子

【
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
・
鈴
木

健
記
】
労
働
安
全
衛
生
法
59
条
に

よ
り
、
事
業
者
は
労
働
者
を
雇
い

入
れ
た
と
き
は
、
労
働
安
全
衛
生

規
則
35
条
に
定
め
ら
れ
て
る
教
育

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
雇

入
れ
時
教
育
の
定
義
）

東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

で
は
繁
忙
な
事
業
所
の
代
わ
り
に

「
雇
入
れ
時
教
育
」
の
一
部
を
「
新

入
職
者
教
育
」
と
し
て
実
施
し
、

各
事
業
所
ご
と
の
独
自
事
項
だ
け

を
事
業
所
で
教
育
す
る
こ
と
で
全

体
を
補
完
で
き
る
よ
う
に
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
建
設
労
働
の
基

礎
知
識
や
保
護
具
実
技
、
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
技
。
現
場
で

事
故
が
あ
っ
た
際
に
仲
間
の
命
を

救
う
た
め
の
術
を
強
化
す
る
た
め

に
消
防
署
に
出
張
講
習
を
依
頼

し
、
「
普
通
救
命
」
と
特
別
教
育

に
準
じ
た
安
全
衛
生
教
育
の
「
振

動
工
具
取
扱
作
業
者
教
育
」
を
2

日
か
け
て
学
習
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

主
に
解
体
工
が
使
用
す
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
の
み
な
ら

ず
、
建
設
従
事
者
の
ほ
ぼ
全
員
が

使
用
す
る
で
あ
ろ
う
、
イ
ン
パ
ク

ト
ド
ラ
イ
バ
ー
や
デ
ィ
ス
ク
グ
ラ

イ
ン
ダ
な
ど
「
振
動
工
具
」
に
定

義
さ
れ
る
電
動
工
具
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

本
来
「
振
動
工
具
」
を
取
り
扱

う
際
に
は
事
前
に
修
了
し
て
い
る

こ
と
が
前
提
で
す
。
知
識
が
な
い

ま
ま
使
用
し
て
「
振
動
障
害
」
を

発
症
し
、
健
康
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
受
講
を
強
く
呼
び
か
け
ま

す
。「

振
動
障
害
」
は
末
梢
循
環
障

害
、
末
梢
神
経
障
害
、
運
動
器
障

害
な
ど
を
発
症
し
、
手
足
の
し
び

れ
や
痛
み
、
力
が
入
り
づ
ら
い
、

頭
痛
や
耳
鳴
り
な
ど
の
症
状
が
同

時
に
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
労
災

と
し
て
業
務
と
の
因
果
関
係
を
証

明
す
る
の
が
大
変
難
し
い
で
す
。

組
合
で
資
格
取
得
を

前
面
に
打
ち
出
し
て

開
催
時
期
を
5
月
と
11
月
に
設

定
し
、
組
織
拡
大
で
加
入
し
た
建

設
産
業
に
入
職
す
る
新
た
な
仲
間

や
、
ベ
テ
ラ
ン
組
合
員
で
も
未
受

講
の
仲
間
に
講
習
会
の
周
知
を
お

願
い
し
ま
す
。

現
在
申
し
込
み
が
殺
到
し
て
い

る「
石
綿
作
業
主
任
者
講
習
」も
毎

月
開
催
予
定
で
す
。
未
加
入
事
業

所
へ
の
組
合
接
近
の
ツ
ー
ル
と
し

て
資
格
講
習
を
活
用
し
、「
東
京
土

建
に
加
入
す
れ
ば
様
々
な
資
格
が

取
れ
、
ど
け
ん
共
済
で
お
祝
い
金

も
給
付
さ
れ
る
」
と
組
合
の
魅
力

を
前
面
に
打
ち
出
し
、
東
京
土
建

で「
資
格
取
得
」を
し
て
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
登
録
」、
「
レ
ベ
ル
判
定
」
と
3

ス
テ
ッ
プ
で
建
設
従
事
者
の
地
位

向
上
に
共
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

◎
新
入
職
者
教
育

5
月
25
日
〜

26
日
（
木
金
）
9
時
〜
17
時
予
定

／
東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ

ー
、
8
0
0
0
円

※
申
し
込
み
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
所
属
支
部
ま
で

【
作
業
主
任
者
】

足
場
5
月
23
日
〜
24
日
（
火
水
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
6
月
27
日

〜
28
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1

5
0
0
円

鉄
骨
の
組
立
て
6
月
20
日
〜
21
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0

円地
山
・
土
止
め
（
掘
削
面
高
さ
が

2
ｍ
以
上
と
な
る
地
山
掘
削
と
土

止
め
支
保
工
）
5
月
23
日
〜
25
日

（
火
水
木
）
池
袋
、
1
万
7
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
5
月
17
日
〜
18
日
（
水

木
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
5
月

11
日
〜
12
日
（
木
金
）
杉
並
支
部

会
館
、
1
万
1
5
0
0
円

★
申
込
み
期
間
あ
り
、
詳
細
は
所

属
支
部
へ

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
6
月
13
日
〜
15
日
（
火
水
木
）

池
袋
、
1
万
9
5
0
0
円

特
定
化
学
物
質
・
四
ア
ル
キ
ル
鉛

等
5
月
30
日
〜
31
日
（
火
水
）
池

袋
、
1
万
1
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
5
月

16
日
〜
17
日
（
火
水
）
池
袋
、
②

6
月
13
日
〜
14
日（
火
水
）池
袋
、

③
6
月
17
日
〜
18
日
（
土
日
）
府

中
国
立
支
部
会
館
、
1
万
4
5
0

0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）5
月
11
日（
木
）池
袋
、

8
5
0
0
円

足
場
作
業
主
任
者
の
能
力
向
上
教

育
（
作
業
主
任
者
修
了
者
へ
の
、

お
お
む
ね
5
年
毎
の
再
教
育
）
6

月
23
日
（
金
）
池
袋
、
8
5
0
0

円足
場
4
月
21
日
（
金
）
池
袋
、
7

5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
①
5
月
7
日（
日
）

府
中
国
立
支
部
会
館
、
②
6
月
23

日
（
金
）
池
袋
、
8
千
円

低
圧
電
気
6
月
6
日（
火
）池
袋
、

8
千
円

巻
上
げ
機
6
月
8
日
〜
9
日
（
木

金
）
池
袋
、
1
万
4
千
円
、
低
圧

電
気
と
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
2
万

円石
綿
①
4
月
18
日
午
後
（
火
）
池

袋
、
②
6
月
6
日
午
後
（
火
）
池

袋
、
4
5
0
0
円
、
自
由
研
削
砥

石
・
丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
①
4
月
19
日（
水
）

池
袋
、
②
6
月
8
日（
木
）池
袋
、

8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
①
4
月
20
日

（
木
）
池
袋
、
②
6
月
9
日
（
金
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円
、
石
綿
も

含
む
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7

5
0
0
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
4
月
20
日
〜
22
日（
木
金
土
）

池
袋
（
実
技
は
足
立
）
、
2
万
2

千
円

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
5
月
12
日

〜
14
日
（
金
土
日
）
池
袋
（
実
技

は
板
橋
）
、
3
万
3
千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
整
地
・
掘
削
機
械
の
運
転
）

6
月
16
日
〜
17
日
（
金
土
）
西
多

摩
支
部
会
館
、
1
万
5
5
0
0
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
解
体
機
械
の
運
転
）
6
月
18

日
（
日
）
西
多
摩
支
部
会
館
、
1

万
5
0
0
円
、
小
型
車
両
系
（
整

地
）
と
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
2
万

4
5
0
0
円

【
受
験
準
備
講
座
】

第
二
種
電
気
工
事
士
・
筆
記
4
月

16
日
〜
5
月
14
日（
日
曜
昼
5
回
）

池
袋
、
4
万
5
千
円
※
技
能
講
座

は
6
〜
7
月
予
定

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
5
月
19
日（
金
）

池
袋
、
1
万
円

大
工
に
は
建
築
士

の
勉
強
も
大
切

工
務
店

會
田
猛

約
40
年
前
、
墨
田
工
業
高
等

学
校
建
築
科
に
在
学
中
、
昨
年

6
月
28
日
に
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
赤
地
龍
馬
先
生
（
元
東

京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
教
務
運
営
委

員
）
が
顧
問
の
硬
式
野
球
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。

卒
業
後
、
家
業
の
工
務
店
を

継
ぎ
、
東
京
土
建
の
二
級
建
築

士
受
験
準
備
講
座
へ
。
そ
こ
で

赤
地
先
生
と
再
会
し
ま
し
た
。

「
大
工
は
建
築
士
の
勉
強
も

大
切
だ
」
と
励
ま
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
社
員
大
工
の
育
成

を
相
談
す
る
と
、
「
い
つ
で
も

私
が
い
る
、
土
建
の
建
築
士
講

座
や
カ
レ
ッ
ジ
に
入
れ
な
さ

い
」
と
先
生
。
弊
社
社
員
4
人

は
二
建
を
取
得
（
み
ん
な
職

人
）
。
カ
レ
ッ
ジ
に
は
5
人
入

校
、
赤
地
先
生
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
新
年
会
で
お

会
い
し
た
の
が
最
後
で
し
た
。

私
の
建
築
人
と
し
て
の
礎
を
育

て
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

（
荒
川
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
刷
新

新
入
職
者
教
育
で
人
材
育
成

86

募
集
し
て
も
人
が
来
な
い

魅
力
的
な
求
人
出
す
な
ら「
今
」

荒さん


